
令和 3 年度  第 3 回理事会 

１招集日時  令和 3年 9月 1日（水）  14:00～ 

２開催日時  令和 3年 9月 1日（水）  14:00～ 

３開催場所  山臨技事務所 (山形市)   

４出席役員  理事  居鶴 一彦  植木 哲也  鈴木 貴志  加藤 裕之  國井  徹 

            夛田 耕一  樋口 悦子  髙橋 勝也  佐藤 直仁  伊藤 久美 

長澤  彩  白田 美香  田中 静佳  門間 美穂  大江 雅宏 

古城 尚子  高橋 裕美  齋藤  裕  髙橋 郁子   

監事  小川 一弥  鈴木 智美  長澤ゆきえ 

（総理事数 22名、監事数 3名） 

議長  居鶴 一彦 

書記  國井  徹 

５議事 

本理事会は、理事 22 名のうち 19 名が出席（うち 7 名が Zoom による Web 参加）であり、定款第 33 条

に基づき理事会における議決が成立することが確認されたのち、議事に入った。 

 

○ 報告 

１．会長報告／日臨技・北日本支部 

はじめに Web による日臨技宮島会長の挨拶動画が供覧され、その後居鶴会長より別紙資料をも

とに報告があった。 

・令和 3年度の検体採取等に関する厚生労働省指定講習会は東京・大阪を会場に 391名修了。 

  ・タスクシフティング業務啓発事業について 山形県では 6/5に病院協議会にて開催した。 

  ・令和 3年度北日本支部学会 11/1～Webによる開催。座長依頼あり。 

・臨地実習指導者講習会 WGについて 山形県の代表として山形大学の叶内技師長が世話人、居

鶴会長が WGとして 10/31の中央講習会に参加する。 

・「世界アルツハイマー月間」のイベント協力の依頼あり。山臨技ホームページをオレンジ色に

装飾するなどの対応をホームページ委員長、加藤副会長に依頼。 

・日臨技主催 Web研修の山形県の修了状況について  

新型コロナウイルスに関わる検体採取 8名、新型コロナウイルス PCR基礎研修 107名（うち

非会員 6 名）、ワクチン接種基礎研修 55 名、タスクシフト/シェアに関する厚生労働大臣指

定講習会 7名 

    ・山臨技の公益法人の公益目的支出計画実施報告書の令和 2年度分を県に申請中。 

 

２．各地区（村山／庄内・最上／置賜） 

    村山：8/24（火）に第 40回県学会実行委員会を兼ねて役員会を開催 

    庄内・最上：9/11（土）に地区研修会（Web）を開催予定 

    置賜：特になし 

    

３．各部（庶務／会計／学術／企画） 

庶務：特になし 

    会計：事務所 2階の物品（エアコン・テーブル等）の整備に約 110万円の支出を行った。 

    学術：染色体遺伝子部門・輸血部門より Web 研修会のための Zoom の利用申請あり。  



       居鶴会長より日臨技認定資格試験の開催情報提供あり。一般・心電図・染色体・病理・臨

床化学・認知症・救急検査の認定試験を 12/5に幕張メッセにて一斉に実施する。 

    企画：全国検査と健康展 11/20（土）ビッグウイングにて開催予定。村山地区の役員､企画部担

当の役員に実行委員の依頼をしている。山形市の 10/15 号の広報に開催について掲載予

定。日臨技から助成金 50万円振り込み済。 

 

４．各委員会（生涯教育／精度管理・データ標準化／「山形医学検査」編集／ホームページ） 

生涯教育：6/12の「第 48回定期総会」の参加人数 47名と 7/8に行われた「第 34回山形造血器

疾患研究会」の参加者 9 名が生涯教育として登録された。現在、「庄内・最上地区研

修会」のみ生涯教育研修会等に申請されているので、各部門長に申請を依頼。 

    精度管理・データ標準化： 7月にサーベイを実施、11月に精度管理報告書を発行予定。12月初

旬に精度管理報告会実施予定（開催形式は未定） 

    山形医学検査編集：山形県医学検査の名簿号について、後日各施設に配送される予定。 

    ホームページ：山臨技ホームページに「意見箱」を作成した。活用いただきたい。 

 

○議題 

１．タスクシフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会について 

 ・居鶴会長より、8/17の日臨技臨時理事会にて受講料（会員 15,000円、非会員 40,000円）につ

いて審議、承認された経緯の説明があった。 

 ・8/21開催予定だった北日本支部の実務者講習会が 12/25（土）に延期された。（会場；フォレス

ト仙台） 

 ・居鶴会長より、会費を個人で負担して受講した場合に山臨技から 5,000 円を補助する案につい

て提案と説明があった。出席理事より意見を求め、「補助してもらえればありがたい」「施設よ

り出張費として出るところ、出ないところがあり不公平感がないか」「5,000円以上の額を補助

してはどうか」などの意見が出された。審議の後、一同に諮ったところ賛成多数にて承認し、本

案は可決された。 

２．第 40回山形県医学検査学会について 

  植木副会長より開催概要について説明あり。 

・Web での Live およびオンデマンド併用のハイブリッド開催とする。Web 配信は業者に依頼予

定（大風印刷、デジコンキューブ社と打ち合わせ実施後、業者選定） 

・教育講演は総合管理部門担当で、埼玉県上尾中央病院の技師長へ依頼している。 

・シンポジウムとして山形県病院協議会での内容を 3 名の演者に発表していただく。 

・参加費 2,000 円としていたが、今回は第 40 回記念ということやコロナ禍での開催ということな

どを考慮し無料としたい。→一同に諮ったところ賛成多数にて承認された。 

・一般演題登録数は 9/1 時点で 10 題。〆切を 9/10 まで延長している。 

３．その他 

 ・日本臨床検査技師連盟の都道府県支部の政治団体設立状況の確認と新規設立依頼について 

山形県については設立していないと返答しており、政治団体の届出も行っていない。 

    

○連絡事項 

  山形医学検査編集委員長より、抄録集の表紙写真募集しているお知らせあり。 

 

・次回理事会（令和 3年度 第 4回） 令和 3年 10月 23日（土）時間未定  場所：天童ホテル 


